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研究成果の概要（和文）：　海外の日本語教師を対象としたアンケート調査から、海外の教育現場における韻律
指導は散発的な指導が主で、特にアクセントに関して体系的指導が行われていない現状が浮かび上がった。
　学習者の音声の分析からは、韻律情報が何もない状態では学習者の発音は不自然なものとなるが、韻律情報を
見ながらリピートさせると自然な発音になること、また韻律情報があるだけでもある程度発音が向上するという
傾向が明らかになった。このことから、日本語学習者はアクセント型の違いを聞き取り、産出できる可能性があ
ること、またアクセントの記号という韻律情報が視覚的に与えられるだけでも、発音の自然さを向上させる可能
性があることが示された。

研究成果の概要（英文）：A survey via questionnaire for Japanese teachers shows that the method of 
teaching Japanese prosody in classrooms overseas is mainly ad hoc; systematic instruction is 
limited, especially in regards to the Japanese word accent.
The experimental study of Japanese learners' pronunciation from different countries demonstrated 
that without any information for word accent their prosody was unnatural, but they could produce 
correct Japanese prosody when they repeat native speaker's pronunciation while seeing accent marks. 
Moreover, they could produce, by themselves, more appropriate prosody even if they only see the 
accent marks. This means that most Japanese learners have the potential to differentiate Japanese 
accent patterns and produce them correctly. Even if students only have visual information for 
Japanese prosody, such as accent marks, they can improve their pronunciation.

研究分野：日本語音声教育
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本語非母語話者が日本語を用いてコミ
ュニケーションする場面は、国内外を問わず
近年ますます日常的になってきており、日本
語教育の目的としても「実際のコミュニケー
ション場面における課題遂行」が重視される
ようになってきた。口頭のコミュニケーショ
ンにおいては音声の果たす役割が大きいこ
とから、日本語学習者が日本語で円滑なコミ
ュニケーションを行うためには、学習者がで
きるだけ自然な日本語の発音を習得できる
ような環境を整備することが、日本語教育に
おける重要な課題の一つとなっている。 
 こうした背景から、非母語話者の日本語音
声についての研究も増えてきており、特に最
近の成果としては、自然な日本語の発音のた
めには文全体の「韻律」の役割が大きいこと
が指摘されている。こうした研究成果を具体
的に取り入れた韻律練習のための教材もい
くつか発表されてきた。 
 以上のように、日本語音声教育の韻律の重
要性が指摘され、具体的な韻律指導法が成果
として得られてきたにもかかわらず、では日
本語学習者の発音が向上してきたのかと問
われれば、まだまだ課題が残っていると言わ
ざるを得ない。この理由の一つとして考えら
れるのは、日本で発表される発音練習教材は
現状では日本に来た留学生等を中心に使用
されるのが主であるため、その対象者の発音
は既にある程度固定化してしまっていると
いう点である。 
 アクセントの学習を含めた日本語韻律教
育は学習初期段階からの指導が重要であり、
かつ日本語学習者の大多数が海外で日本語
学習を始めることを考慮すれば、国内にいる
学習者の韻律を研究し、練習法を提供するだ
けでは限界がある。世界の日本語学習者が日
本語の自然な韻律を見につけ、日本語で円滑
なコミュニケーションを遂行できる環境を
整備するためには、海外における日本語韻律
教育を改革することなしには実現不可能で
あるという結論に達した。海外の日本語教育
現場での韻律教育の現状を把握し、そこで実
行可能な韻律教育の方法を提案し、実践、普
及していくことが必要不可欠であると言え
る。 
 
２．研究の目的 
 
 当研究の目的として、以下を明らかにする
ことを目指す。 
 
(1) 海外の日本語教育現場における、韻律指
導の現状と課題の把握 
 海外の日本語教育現場では、日本語の韻律
に関して何がどのぐらい教えられているの
か、どのような方法が採られているのか、地
域ごとに違いはあるのかについて調査を行
い、海外の日本語韻律指導の現状と課題を把

握する。 
 
(2) 海外の日本語学習者の韻律上の問題点の
把握 
 海外の学習者の音声を収集し、その韻律上
の問題点を把握する。特に国内ではデータが
得られにくい初期段階の学習者を中心に行
う。またこれらの問題点への韻律指導の影響
を調査することで、海外の現場における韻律
指導法の検討に生かす。 
 
(3) 海外における効果的な日本語韻律指導法
の研究と提案 
 上記(1)(2)の結果を踏まえた上で、海外の日
本語教育現場で学習者が日本語の韻律を身
につけるためには、どの段階でどのような教
育が必要なのかを検討し、海外の現場で初期
段階から導入可能な効果的な韻律指導の具
体的な実践法を考える。また必要に応じて、
これらの教授法を実践する目的の教材を作
成する。最終的には、研究協力者の協力を得
ながら海外の現場において、上記の指導法を
実践し、その効果を検証する。 
 
 以上によって、世界の日本語教育における
初期段階からの韻律指導の普及を目指し、日
本語音声教育の改革に繋げる。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、上記「研究の目的」で挙げた 3
点の課題、①海外の日本語教育機関における
韻律指導の現状と課題の把握、②海外の日本
語学習者の韻律上の問題点の把握、③海外に
おける効果的な韻律指導法の研究と提案を、
4 年計画で行なうものである。①は、海外の
教師を広く対象としたアンケート調査を行
う。②では、調査対象となった海外の機関に
おいて、初級日本語学習者の音声を収録し、
分析することで学習上の問題点を抽出する。
①②は、当該地域の研究協力者とともに、計
11 カ国で順次行なう。③は、以上の調査・分
析結果を踏まえつつ、国内外の日本語教育現
場で実践を行い、効果について検証を行なう。 
 
４．研究成果 
 
(1) 海外における日本語韻律指導の現状調
査 
 
 海外の日本語教育現場における音声教育
の現状に関するアンケート調査を行った。海
外の教師を対象に、WEB および質問紙より、
大規模アンケート調査を行い、世界の 40 以
上の国、地域から約 650 件の回答を得た。そ
の結果から、海外の教育現場における韻律の
指導は、誤った発音を直す、学生に繰り返し
言わせるなどの散発的な指導が主で、特にア
クセントに関しては、単語ごとのアクセント
の意識化や、アクセント記号の使用といった



視覚に訴える指導等は少なく、体系的指導が
行われていない現状が浮かび上がった。 
 ただし、中国は例外であり、教材にアクセ
ント記号を付与するのが一般的であるなど、
アクセント教育が行われていることがわか
った。 
 国や地域ごとの傾向の違いには、日本語音
声に関する研修受講率の地域ごとの違い，勤
務先の学習機関、教師のビリーフが指導内容
なども影響を与えている可能性が示唆され
た。 
 海外における日本語韻律教育の現状を考
慮すると、海外においても、日本語アクセン
トの存在を意識化したうえで、教材にアクセ
ント記号を付与するなど、日本語の韻律を体
系的に継続的に学んでいけるような環境を
整備することが今後必要であることが指摘
できる。 
 
(2) 日本語アクセント実現の傾向調査とア
クセント記号の効果の検証 
 
 海外における日本語韻律教育整備のため
の基礎研究として、世界の異なる言語を母語
とする初級日本語学習者を対象として、日本
語アクセント実現の傾向を把握するととも
に、教材等にアクセント記号を示すことでど
のような影響があるかを調査した。本研究で
は、ドイツ語話者、スワヒリ語話者、イタリ
ア語話者、スペイン語話者、タイ語話者、ベ
トナム語話者、英語話者、中国語話者に対し
て読み上げ調査を実施し、データを分析した。 
読み上げは、1～4拍の語で、各アクセント型
ごとに 3 語ずつ、計 42 語のリストを用いて
行った。それぞれの単語を「～です。」の文
に入れ、次のタスク①～②の三種類のタスク
で読んでもらい、これを録音した。 
 
タスク①：アクセント記号が何も書かれてい
ない状態で読み上げる。 
タスク②：単語にアクセント核の記号を示し
たものを見せ、正解の音声を聞いた後、リピ
ートして発音する。 
タスク③：音声を聞かず、アクセント記号だ
けを見て自力で発音する。  
 その結果、以下のことが明らかになった。 
 
 タスク①は、アクセント記号が何も書かれ
ていない状態での読み上げであり、この段階
では、母語の影響が強く表れた。 
 タスク②で、単語にアクセント核の記号を
示したものを見せ、正解の音声を聞いた後に
リピートして発音してもらった場合、正解率
は大幅に上がった。学習者はアクセントの違
いを音声で聞き分けることができ、かつリピ
ートであれば適切なアクセントで発音でき
ることが示された。 
 タスク③では正解の音声を聞かず、アクセ
ント記号だけを見て自力で発音してもらっ
た結果、タスク②と比べて正解率は下がるも

のの、タスク①よりは高い正答率であった。
記号を示すだけでも学習者のアクセントの
正用率が向上することが示された。 
 
 以上のことから、学習初期段階でアクセン
ト記号を示すことは、母語の韻律の影響から
脱却し、より自然な日本語の韻律を実現する
ために、効果があることがわかった。 
 
(3) 日本語音声における効果的な韻律指導
法の提案と効果の検証 
 
 日本語音声における効果的な韻律指導法
の提案と効果の検証を行うため、国内外の現
場において、韻律教育の実践を行い、分析し
た。具体的には、シャドーイングの自律学習、
演劇活動における発音の自己・相互評価、ラ
ジオ番組制作における発音のルーブリック
評価などであった。いずれの実践においても、
学習者が韻律を意識化し、各自で目標を明確
にし、モチベーションを高めることが重要で
あることを確認した。 
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